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寝たきりトップ３をご存じですか？　
認知症、脳卒中、加齢による筋肉や関節の衰えです。
これからは人生１００年時代、健康寿命を延ばして、
体もこころも健やかになるために、どのような食事をとればいいのか、
運動はどのような種類でどの程度すればいいのか、
世界の学術論文から最新のエビデンスを紹介します。
当日は、オーラルフレイル、認知症予防運動などもご紹介します。
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主な研究テーマ
●日本医療研究開発機構　予防・健康づくりの社会実装に向けた
研究開発基盤整備事業 (R4-R6)「働く女性の健康に関する
非薬物的介入のシステマティックレビューと職域における女性の
健康保持増進に向けたガイドライン作成」代表
●文部科学研究費基盤研究 (B)「就労女性の月経随伴症状と
労働生産性に関する研究（R3-R5）」代表
　他、少子高齢対策関連、がんを含めた生活習慣病関連、メン
タルヘルス関連、医療の質向上に資する研究、女性医師支援
を含めた医学教育
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